
１．一般会計

　本事務費は、スポーツ振興行政全般の事務経費として、スポーツ推進審議会委員、スポーツ推進委員、少年ス
ポーツ指導員、会計年度任用職員の報酬、Ｂ＆Ｇ海洋センターの活動などのに要する予算である。
　今年度は、昨年度同様新型コロナウイルス感染症の影響を受けず、計画どおり事業・会議等を実施した。

○スポーツ推進審議会（委員８名）（会長：８千円／１回、委員７千円／１回）

○スポーツ推進委員に関する事業（委員３６名：年額９６千円／１名）

定例会１２回　理事会２回　研修会（全国１回、関東１回、県３回、自主研修会等） 当 初 予 算 額 11,840

県理事会３回（会長、県理事） 補 正 予 算 額 606

県協議会（負担金：６８千円） 予 算 現 額 12,446

派遣事業の実施（２回：キンボールスポーツ１回、ティーボール１回） 支 出 済 額 5,880

○少年スポーツ指導員に関する事業（委嘱６３名：年額１２千円／１名） 執 行 率 47.24%

○会計年度任用職員（各窓口１名　計３名を配置　予算現額５，５３８千円）

○Ｂ＆Ｇ海洋センター関係（県連負担金：３０千円）

総会、研修会、交流会（全国０回、関東５回）

栃木県連絡協議会関係（会議１回、実技指導会１回、交流会１回、海洋性レクリエーション指導１回、水泳大会１回）

自主・協会事業（水辺の安全教室１８回　海ゴミゼロフェスティバル（清掃活動）　カヌー教室指導会８回

　　　　　　　　　　　※下野市指導者会）

センターインストラクター研修
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　本事業は、スポーツ振興を図るため、スポーツに接する機会の提供を目的に、市の重点生涯スポーツであるキン
ボールスポーツや障がい者スポーツ等の普及を行うための研修会や交流大会の開催、その他、スポーツ活動の
きっかけとなるスポーツ教室、練習会、交流大会等を開催する。
　また、競技スポーツや少年スポーツを振興するため、各種団体への補助や全国大会等出場者への激励金の交
付を行っている。
　なお、第１０６回全国高等学校野球選手権大会（夏の甲子園）に市内唯一の高等学校である栃木県立石橋高等
学校がめでたく出場し、激励金やクラウドファンディングを活用した応援金、市内８か所への横断幕の掲示等を実
施するとともに、石橋公民館においてパブリックビューイングを実施し、市民の一体感の醸成に努めた。

【教室・研修・講習会】

○スポーツ教室の業務委託（委託料：１，１８４千円） 当 初 予 算 額 11,793

　　　委託教室数：１０教室を実施　委託先：総合型地域スポーツクラブ（グリムの里スポーツクラブ、夢くらぶ国分寺、 補 正 予 算 額 0

　　　元気ワイワイ南河内） 流 用 ・ 充 用 額 6,045

　　　トランポリン、軽スポーツ、体幹トレーニング、ボルダリング、障がい者スポーツ、水泳、介護予防体操、親子スキー、 予 算 現 額 17,838

　　　健康ウォーキング、健康ハイキング 支 出 済 額 13,685

○ティーボール初級公認指導者認定講習会の開催 執 行 率 76.72%

【キンボールスポーツの普及促進】

○キンボールスポーツサンデー（８回）

○キンボールスポーツリーダー・C級レフリー認定講習会

○第９回カンピくんカップ市内小学校交流キンボールスポーツ大会（２７チーム）

○下野オープンキンボールスポーツ大会２０２４

○第７８回全国レクリェーション大会２０２４栃木キンボールスポーツ大会（エンジョイの部：１２チーム、ジュニアの部：９チーム）

２．スポーツ振興事業
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【障がい者スポーツの推進】

○下野市障がい者スポーツ交流会の開催（期日：１１月２日、参加者：４２名、競技：ボッチャ、卓球バレー）

　　※スポーツ推進委員会主催

【スポーツ協会主催事業の支援】

○天平マラソン大会（参加者：約１，５００名）

〇南河内地区一周駅伝競走大会（参加チーム：２５チーム　小学生８チーム・中学生４チーム・一般１３チーム）

【スポーツ団体等の支援】

○下野市スポーツ協会　　　（補助金：５，０００千円）

　 スポーツ協会は、市で行われる「市民体育祭」、「天平マラソン大会」や「南河内一周駅伝競走大会」などの

事業運営と、県関連事業では「栃木県民スポーツ大会」や「栃木県郡市町駅伝競走大会」へ出場する選手への

支援・助成などを行っている。また、加盟団体（１９団体）の育成・支援を行っている。

○下野市スポーツ少年団（補助金： １，０５０千円）

　 スポーツ少年団は、市内少年団活動の補助や所属団体相互の交流を目的に「シップス交流大会」（少年団を

対象とした交流大会）の開催、少年団指導者を対象とした研修会の開催などを行っている。（４１単位団）

【競技スポーツの支援】

○スポーツ大会出場者激励金（５７件、８７０千円）

○栃木ＳＣと地域支援パートナーシップ協定の締結

①下野市から栃木ＳＣへの経済的支援交付金（支援金：１，１００千円）

②栃木ＳＣとの連携協力事業

　・下野市民デーの開催（１１月１０日：カンセキスタジアム）ホームゲームにて、市民の無料招待及び市のＰＲ広報

　・介護予防体操教室の開催

　・小学生対象サッカー教室の開催

【第１０６回全国高等学校野球選手権大会（夏の甲子園）石橋高校出場に係る支援】（６，０４４千円）

　　　 ・激励金（２００千円）及びクラウドファンディングを活用した応援金（４，０２２千円）

　　　 ・パブリックビューイング（2日間　９００千円）　・市内各所へのポスター掲示（１９６千円）

　・新聞広告への応援メッセージ掲出（３紙　２０９千円）　・横断幕の掲示（８か所　５１９千円）

２．スポーツ振興事業
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　本事業は、誰もが参加できるスポーツ活動の場を提供し、市民の健康保持増進と体力向上、地域コミュニティー
の醸成を図り、活気ある明るいまちづくりに資するため、市内全域を対象としたティーボール大会、キンボールス
ポーツ大会、各地区運動会（石橋地区・国分寺地区）及びスポーツフェスティバル（南河内地区）を開催している。

【種目別大会】 当 初 予 算 額 2,895

○ティーボール大会（期日：６月１６日、参加チーム：１９自治会） 補 正 予 算 額 0

○キンボールスポーツ大会（期日：９月１日、参加予定チーム：１７自治会）※台風１０号の接近に伴い中止 予 算 現 額 2,895

○運動会（石橋地区、国分寺地区）（期日：１０月１３日、石橋地区：１２自治会、国分寺地区：１４自治会） 支 出 済 額 2,183

○南河内地区スポーツフェスティバル（期日：１０月１３日・２０日、競技：８種目） 執 行 率 75.41%

　

各地域に密着した特色ある事業を展開し、地域スポーツの推進役を担っている。本市の地域スポーツの核となる
各スポーツクラブに対し活動費補助を行い、継続的に安定した自主運営ができるよう支援を行った。

（１）ＮＰＯ法人グリムの里スポーツクラブ活動費補助金（補助金：２００千円） 当 初 予 算 額 600

（２）ＮＰＯ法人夢くらぶ国分寺活動費補助金（補助金：２００千円） 支 出 済 額 600

（３）ＮＰＯ法人元気ワイワイ南河内活動費補助金（補助金：２００千円） 執 行 率 100%

４．総合型地域スポーツ
　　クラブ活動支援事業

３．市民体育祭開催
　　事業


